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UT-Crete 施工マニュアル 
 

＜UT-Crete とは＞ 

ユーティークリートは、1974 年アメリカ「Fin Pan」によって開発されました。 

骨材に「フライアッシュ」と「ボトムアッシュ」を使用することによって熱変化や水に強く、耐久性・

耐クラック性に優れたセメントボードです。 

特に温度・湿度変化による収縮がほとんど無いため塗り壁の下地材として適しています。 

 

＜UT-Crete セメントボードシステムとは＞ 

ユーティークリートセメントボードシステムとは、ユーティークリートを下地の基材として構成され

た壁仕上げ工法です。 

ユーティークリートの上に専用樹脂プレミックスモルタル、「BT ベース 30」を使用して目地処理及び

下地調整を行い、モルタル上に専用グラスファイバーメッシュ 160 を伏せ込み、優れた弾性効果を持

つアクリル樹脂スタッコ「ハンティントンウォール」で、表面を仕上げる創造的な表情の 

壁仕上げシステムです。 
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＜UT-Crete の特徴＞

① Ｒ壁（曲面壁）の施工が可能。 

 UT-Crete は可とう性に優れているため、曲面加工が可能で、最小半径 1.8ｍまでのＲの曲面の施工が

現場でできます。 
 

②塗り壁の大壁が目地なしで施工可能。 

 垂直方向に 6,370 ㎜までの横目地無の大壁が可能です。全面グラスファイバーメッシュ 160 伏せ込み

による平らな壁になるため、吹付け仕上やフラットなパターンによる仕上げが可能。 
 

③クラック防止 

ユーティークリートは風圧や地震などによる歪みや撓みを面材内にマイクロクラックを発生させ分散・吸収し、ひび割れの削減に効果を 

発揮します。 
 

④様々な工法に対応 

 木造枠組、軸組工法や鉄骨造など様々な建築工法に対応します。 
 

⑤多様な仕上げに対応 

ハンティントンウォールをはじめ、漆喰、珪藻土、タイル、レンガ、吹付け、擬石など、様々な塗壁材で美しいテクスチャー表現が可能です。 

 

⑥工事の合理化 

 専用丸鋸で簡単にカットができる上、容易にビス等での取り付けが出来ます。 そのため、表面にタイルや擬石等の複雑な仕上げも行えます。 
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⑦施工の簡素化 

 ボードのジョイント部分の処理については （コーキングやメッシュテープなど）を行わずに施工ができるため、施工工程の簡素化、 

施工日数や施工費用の短縮が出来ます。 
 

⑧板の軽量化 

 ユーティークリートは、他社のセメントボードと比べても５～６㎏軽量化されており、１人でも十分に施工が可能です。 

 （180 ㎡の外壁を１人で６日間で施工 実績６人工） 
 

⑨耐水性・耐凍害性 

 ユーティークリートは吸水性が低く放湿速度も速いため凍害をおこし難く特殊な骨材と相まって温度や水による変形が極めて少なく、 

吸水等による内部腐食の心配がほとんどないため、寒冷地における外壁の下地にも適しています。また、浴室やトイレなど 

（室内の水廻り）にも下地として使用でき、浴室やリフォームや改装などに伴う新規の壁などにも最適です。 
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＜施工上の禁止事項＞ 

次のような部位への設計や施工はトラブルの原因となりますので、行わないでください。 

 

◆パラペット部分への施工 

パラペットの天端は屋根と同じに過酷な条件となり、雨漏りや凍害の原因になります。 
 

◆背面から吸水が起こる場所への施工 

裏面から吸水が起きるような場所や、防水の対策が行われていない場所への施工は凍害や変形の原因になります。 
 

◆煙突部分への施工 

煙突内部で発生した水分や結露が壁を通して外部にしみだして、ユーティークリートの裏面から吸収して染みや凍害の原因となります。 
 

◆基礎部モルタルへの埋め込み施工 

・ユーティークリートと基礎部のモルタルを繋げて施工した場合、毛細管現象による吸水が起こり、凍害やシミなどの原因になります。 

・躯体の荷重によるセットリング現況が発生してユーティークリートに反りや割れの原因になります。 

・結露水等の排水が不可能となり土台部分からの漏水や凍結の原因になります。 
 

◆換気口や配管スリーブの後付施工 

ユーティークリートの施工後に取付けるスリーブやダクトは、結露や漏水が起り易い施工となるため、当該や外壁材の劣化を引き起こす 

原因になります。スリーブやダクトはユーティークリートの施工前に取り付けてください。 
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◆内付型サッシの使用 

内付型のサッシは、持ち出し寸法が制限されるために納まりません。防水のため、外付型又は半外付型を使用してください。 
 

◆降雨、寒冷期の施工 

降雨や降雪によるユーティークリートの吸水状態の施工。 

寒冷期（外気の温度が５℃以下になる場合）の接着剤、シール材、シーラー塗り、樹脂モルタル塗り、塗り壁等の施工は、 

行わないでください。接着力不足や凍害の原因になります。寒冷地域でやむを得ず寒冷期に施工を行う場合は保温シートで養生して、 

ジェットヒーター等で保温しながら施工をしてください。 
 

◆指定部材以外の使用 

指定以外の胴縁サイズや通気胴縁サイズ、指定スクリュービス以外の使用は、ユーティークリートの取付け強度が確保出来ずに、 

反りや変形の原因になる可能性があります。 
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＜施工上の注意事項＞ 

保管・取扱上の注意 

●直射日光及び 5℃以下での材料の保管は避ける。 

●ユーティークリートの移動は、破損しないよう十分に注意をし、ロープ等で直接ボードを傷つけないようにしてください。 

●保管の際は必ず平坦になるように平積みにし、角材を５本以上等間隔にボードの下に敷いてください。 

●荷卸しや移動の際には、ワイヤーロープ等が直接ボードに触れないようにあて板等により保護を行ってください。 

●施工しない個所は、前もって養生シート等で材料は付着しないようにする。 

 

 

気象条件 

●施工場所の気温が 5℃以下の場合は、施工を避けるか適切な保温措置を行う。 

●外部の施工で降雨、降雪、またはその恐れがある場合、および強風時は施工を避けるか十分な養生を行う。 

 

 

その他 

●ユーティークリート表面にシミ模様やヒビ割れ模様が見える場合がありますが、性能に問題ありません。 

●ユーティークリートはその特性上（可とう性）、多少の歪みや微細なクラックが生じている場合がありますが、性能に問題ありません。 

●運搬中にユーティークリートの表面モルタルが剥離した場合にはモルタルで修復してください。 

●バラ積みの高さは、h=700 ㎜以下（50 枚程度）としてください。 

●セメントボード（パレット）の段積みは、２段までとしてください。（１パレット 50 枚） 
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＜施工スケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①防水シート・胴縁組み（通気工法） 

▼ 

②Lトリム取付け 

▼ 

③ユーティークリートの張り付け 

▼ 

④シーリング工事（開口部、入隅部） 

 

▼ 

⑤養生期間（3 日～7日位） 

▼ 

⑥専用役物の取付け（コーナービート） 

▼ 

⑦下地調整材塗り（BT ベース 30）＋    

 グラスファイバーメッシュ 160 を全面に 

伏せ込む。 

▼ 

⑧ハンティントンウォール専用プライマー 

 塗布 

※ローラーで一回塗り 

▼ 

⑨仕上げ材でフィニッシュ 

※左官仕上げの場合は、仕上げ材で下塗りと仕上塗り。 

※吹付仕上げの場合は、２回吹き。 

 

張り工事 左官工事 
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グラスファイバーメッシュ 160 

バラビス 連結ビス 

makita 

オートパックスクリュードライバ 6841 

充電式オートパックスクリュードライバ 

FR440DRF FR440DZ 

ハンティントンプライマー BTベース 30 

①ブライトン グラスファイバーメッシュ 160（幅 1ｍ×50ｍ巻） 

モルタル等の初期収縮ラック防止に優れています。 
 

 

②ユーティークリート専用ビス 

・BW ウッドスクリュー（5000 本／ケース 1 箱 500 本入り） 

・UT-Crete 専用連結ビス 

 

※連結ビス用の機械打ち専用機は 

㈱マキタ・オートパックスクリュードライバ-をご使用ください。 

 
 

③ハンティントンウォール専用プライマー 

ハンティントンウォールの専用下地処理材です。 
 

 

④BT ベース 30（25 ㎏／袋） 

    弊社オリジナルのセメント系下地調整塗材 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② ③ 

④ 
③ 
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【UT-Crete の割付】 

◆ユーティークリートは、ロゴマーク「UT-CRETE」と文字が入っている面が 

表側（仕上げ面）となります。 

 

 

①ユーティークリートを切断する時は、集塵機付電動ノコギリを使用ください。 
 

 

②ユーティークリートの割り付けは、横張りで千鳥上に割付けて、 

土台周り下方より上方へ張り上げていきます。出隅部分も互い違いになる様 

割付けてください。 

 

 

③千鳥の最小ずらし幅は胴縁間隔（通常４５５㎜）以上としてください。 
 

 

④端部や開口部廻りの切詰め部材の最小幅は８０㎜以上になるように 

 使用してください。 

 

⑤開口部の端部はかぎ掛け（馬張り）に割付けください。 

※開口部は割れやすい部分なので、開口部の延長線から必ずずらしたところで 

ジョイントしてください。 
 

⑥出隅、入隅部分ともセメントボードを突きつけてください。 

 

 

 

 

  

⑥ 

⑤ 

① 

②③ 

出隅 入隅 
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【UT-Crete の張付】 

①通気胴縁は（厚み）１５㎜以上、（幅）７０㎜以上のものをご使用ください。 

また、必ず縦胴縁にしてお使いください。 
 

 

②胴縁とボードの重なりを２０ｍｍ以上確保してください。 
 

 

③端用Ｌトリムを胴縁に取付けてください。（フクビ下端Ｌ-15） 
 

 

④開口部窓周りは馬張りになるように割付けをし、 

ユーティークリートを張ってください。 
 

 

⑤ユーティークリートを張付けする際（縦胴縁・横張・千鳥張）、 

縦方向のジョイントは、３㎜～５㎜の間隔をあけてビスで固定します。 
 

 

⑥開口部や異質物の結合部には、必ずノンブリードのシーリング材を使用してください。 
 

 

⑦セメントボードの仮止めは３か所程度とし、ボードに割れ等の影響の無いようにします。 

 
 

 

 

 

 

① 

③ 

④ 

⑤⑥ 
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⑧セメントボードの取付けビスは、錆の無いビスを使用し、 

電動ドライバーで取付けてください。（ビス頭の沈み込みの無いようにご注意ください。） 
 

⑨木造下地用の取付けビス（ユーティークリート専用ビス）は、（５本の縦胴縁に約１５㎝

間隔で 6 本取付けした場合）１枚あたり３０本を標準としていますが、Ｒ壁工法の場合は、

大きさによってビスを増やして施工してください。 
 

 

⑩ユーティークリートの張付け後は、全面にＢＴベース 30（下地調整用樹脂モルタル）を

約 3 ㎜塗ってから、表面にグラスファイバーメッシュ 160 を全面に伏せ込みます。 
 

 

⑪仕上げ材は、セメント系、アクリル系、漆喰等の左官材や吹付け材が使用できます。 

タイル仕上げや擬石なども可能。 
 ※タイル仕上げや擬石仕上げの場合は、専用の接着剤で貼付けてください。 

 

  

 

 

 

 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

(BT ベース 30) 

コッンォール 

 160 
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160 160 
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【伸縮目地の処理方法と設置場所】 

コンクリートやモルタル下地の乾燥収縮や湿潤膨張による動き、もしくは、 

タイルやモルタル等の熱膨張による動きを吸収し、仕上げ材のひび割れ、 

剥離を防止するために伸縮目地を設けます。伸縮目地は次のような位置に 

設けてください。 

◆設置位置と留意点 

・躯体のひび割れ誘発目地の位置（柱周辺、開口部周辺等） 

・異種壁面、天井などの境目や、同じ壁面内で構造が変わるところ。 

 

木造の場合 
壁の水平方向へ９m/毎 垂直に 

伸縮目地を入れてください。 
３階の階床部に水平に

伸縮目地を入れてくだ

さい。 

タイルや石等中重量張物仕上げの場合は、 

5.4m/毎 水平に伸縮目地を入れてください。 

鉄骨の場合 
壁の水平方向へ 5.4m/毎 垂直に 

伸縮目地を入れてください。 

 

1111111 

 

 

 

 

 

 
 

 
  

 

★伸縮目地のシーリング施工 

 

 

UT-Crete 

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ(ﾍﾞｰｽｺｰﾄ) 

ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰﾒｯｼｭ 

ｼｰﾘﾝｸﾞ材 

ﾌｨﾆｯｼｭｺｰﾄ材 

・開口部廻り、伸縮目地は 7～１０㎜程度の 

透し張りとして、防水シーリング処理を 

してください。 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材 

 160を 

160 
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30 分防火構造 認定 45 分準防火構造 認定 


